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研究成果概要 
重力波はアインシュタインが予言した“時空の歪みが伝わる波動”であり、その検出を

目的として、現在 KAGRA 検出器が建設中である。KAGRA は年間数イベントの連星中
性子星合体や、ブラックホールや超新星、パルサー、などを起源とする重力波の検出が

期待されている。KAGRAの最初の観測運転(iKAGRA)は 2015年に、低温での高感度観
測運転(bKAGRA)は 2017 年後半かた 2018 年を予定している。本研究は、建設中の
KAGRA検出器について、 

(1) 主要な重力波源からの重力波イベントについてのデータ解析（検出方法、得られる
物理、検出ソフトウエアの作成と実装）の研究 

(2) ソフトウエアとハードウエア両面について解析システム検討 
を進めた。 
平成２５年度は、(1)については、KAGRA 解析用のソフトウエアライブラリの仕様策
定が進み、基本的な形式が定められた。KAGra Algorithmic LIbrary (KAGALI)と呼称
され、Cおよび C++言語を用いてのスタイルガイ
ド等の骨格が定められた。米国 LIGO実験のソフ
トウエアライブラリである LAL と互換性を保ち
つつ、KAGRA特有の I/O層やライブラリ／アプ
リケーション層を構築することを決めた（右図）。 
これに従って、解析ソフトウエアの開発が進んでいる。 
 (2)については、iKAGRAデータ転送・保管システムの仕様決定、調達がなされた。 
神岡坑内の干渉計デジタル制御システムから、地表の解析棟を経て柏へデータを転送す

るシステムである。神岡坑内と坑外を専用の光ファイバーで転送し、坑外の解析棟から

柏へは SINETを経由する。このシステム全体は専用の VPN配下に置かれ、他の機器と



の干渉やセキュリティ上の問題を避けて構築される。2015年 12月の iKAGRAの観測に
対応するために、神岡の坑外解析棟に 200TiB、柏に 100TiB(約２ヶ月の観測相当)の記
録容量をもつ。bKAGRAの際には、柏の記録装置をペタバイト級に替える(その際、本シ
ステムの柏設置部分はスペアシステムとして冗長性を担保する)必要があるが、データ転
送については、bKAGRAの最終的な連続運転に耐えるものである。図に、機器構成図を
示す。 

 
図：iKAGRAデータ転送・保管システム機器（神岡、解析棟） 
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